
平成２７事業年度に係る業務実績の評価結果(案）の概要版
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全体評価は、法人化を契機とした病院改革の取組に対し、法人運営が自律性や機動性を持って実施されているか、財務内
容の改善がなされているかを評価した。その結果、１０の大項目評価をさらに法定項目評価ごとに総合的に判断するなか
で、法人化の重点要素である業務運営の改善及び効率化や財務内容の改善の分野において、さらなる取組を必要としたこ
とから、全体評価としては「Ｃ」の「中期目標・中期計画の達成にはやや遅れている」とする。

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ
(1)高度な総合的医療の提供 3 3 3 3 4
(2)地域医療支援体制の構築 3 4 4 4 4
(3)市と連携した政策医療の実施 3 3 3 3 3
(4)市内で不足する機能の補完 3 3 3 4 4

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
(1)がん 3 3 3 3 3
(2)脳血管疾患 3 3 3 3 3
(3)心疾患 4 4 4 4 4
(4)周産期・小児医療 3 3 3 3 2
(5)消化器系疾患 3 3 3 3 4
(6)呼吸器系疾患 2 2 2 2 2
(7)救急医療 4 4 4 3 4

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
(1)医療における信頼と納得の実現 3 3 3 3 3

(2)利用者満足度の向上 3 3 3 3 3

Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ
(1)継続的な取組による質の向上 3 3 4 4 3
(2)医療事故や院内感染防止対策の徹底 3 4 4 4 4
(3)コンプライアンス（法令・行動規範の遵守）の徹底 3 3 3 3 3

Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ
　(1)地域医療機関との連携 4 4 4 4 4
(2)地域社会や地域の諸団体との交流 3 4 4 4 4
(3)積極的な情報発信 3 3 3 3 3

Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ
(1)チーム医療と院内連携の推進 4 4 4 4 4
(2)情報の一元化と共有 3 3 4 4 4

Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
  人材マネジメント(1)医療職の確保 3 2 2 3 3
(2)魅力ある人材育成システム 3 3 3 3 3
(3)人事制度の整備 3 3 2 3 3

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
(1)役員の責務 3 3 3 3 4
(2)組織と管理運営体制の構築 3 3 3 3 3
(3)事務職の専門性の向上 4 3 3 3 3

Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ
(1)収支の改善 3 3 3 3 3
(2)管理体制の充実 3 3 3 3 3

２　安定した経営基盤の確立 Ｂ Ａ Ｂ Ｄ Ｃ
(1)安定した経営基盤の確立 3 4 3 2 3

役員のガバナンスの整備や管理運営体制の構築には、一定の成果は出ており評価できるとの判断がある一方、職
員全員に執行部の方針が浸透するかが課題との意見がある。また、事務職の採用は計画どおり進んでいるが、人
材育成や法人運営管理のノウハウの蓄積などの残された課題への取り組みに期待したいとの意見から、大項目評
価は（Ｂ）の「計画どおり」とする。
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１　総合力による医療の提供 ＮＳＴやＩＣＴ等の職域横断的な取組であるチーム医療の推進、病棟への常駐薬剤師の配置などの院内連携の推
進は、計画を上回る成果が出ていること、情報の一元化と共有では、情報の有効活用のためのフィードバック体制
の確立が進んでいること等の評価を得ていることから、大項目評価は（Ａ）の「計画をやや上回っている」とする。

２　医療職が集まり成長する人材マネジメント
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１　業績管理の徹底 収支の改善は様々な対策等が取られて診療単価の上昇や平均在院日数の減少は見られるものの、最も重要な入
院患者数や病床利用率が中期計画の目標値に達していないことや、経費のコントロール、診療報酬の査定率が不
十分なことなど改善すべき点があることから、大項目としては（Ｃ）の「計画達成にはやや遅れている」とする。

中期目標期間の最終年度である平成27年度の実績が２年ぶりに黒字決算となったが、中期計画の目標値には到
達できなかったことから、大項目としては（Ｃ）の「計画達成にはやや遅れている」とする。

Ｂ

入退院支援センターの設置運用により在宅療養の充実やケアマネ、訪問看護師との連携強化が図られるほか、看
護師や医療ソーシャルワーカーが同席するインフォームド・コンセントでは、患者家族の安心と病院への信頼につ
ながっている。今後は、市民病院の役割周知のための啓発とさらなる利用者満足度の向上に向けた改善を期待す
るとの意見があることから、大項目評価は（Ｂ）の「計画どおり」とする。

４　医療の質の向上 電子カルテ導入による注射、薬剤の誤認防止など医療安全の推進、情報の共有化、業務の円滑化が図られたこと
や、重大な医療事故や過誤もないこと、地域連携カンファレンスにおける地域への知識の普及などは評価できる。
一方、クリニカルパスの整備により医療の質の向上に対して、具体的な効果が不明であることや、医療事故や感染
の防止のためにＰＤＣＡサイクルを徹底することなどの意見があることから大項目評価は（Ｂ）の「計画どおり」とする。
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看護師研修の充実に比べて、医師の研修教育体制の充実やその専修医等の指導体制の強化など、自院で育て
る努力が必要であるといった意見や、医療職確保において様々な取組を行うも、医師の確保が出来ておらず、加
えて、人事制度の整備においては本格実施が平成28年度になった点において、大項目評価は（Ｃ）の「計画達成
にはやや遅れている」とする。

３　経営体制の確立

１　市民のための病院としての役割の明確化 地域の基幹病院として高度専門医療を充実させ、紹介率等も上昇し地域医療支援病院としての役割が担えるよう
になってきている。また、地域包括ケア病棟の運用に伴いベッドコントロールが容易になり、利用率の改善につな
がっている。災害、感染症対応など市と連携した取組として災害対応病院の指定及び体制の充実など推進してい
るとの判断から、大項目評価は（Ａ）の「計画をやや上回っている」とする。

２　市の「安心の医療確保政策」　に基づく医療機能の整備

Ｃ

内容項目
評価委員会評価

評価の判断理由

全体評価

Ｂ

地域ニーズの高い救急医療の分野において、病院全体の体制づくりが進んでいるほか、心疾患医療ニーズへの
貢献も大きい。消化器疾患の治療体制が充実してきたことは好ましい状況である。一方、周産期の分野では産科を
休止し、患者数の多い三大領域の一つである呼吸器系の医師の確保ができていないことから、大項目評価は（Ｂ）
の「計画どおり」とする。

３　利用者本位の医療サービス

５　地域とともに推進する医療の提供 合同カンファレンスの開催回数及び参加者数が計画を上回っていること、地域の医療機関との連携により紹介率
や逆紹介率が当初予定を大幅に上回った点は評価できる。また、急性期医療から在宅医療・介護までに関する知
識の普及啓発の必要性の意見はあるものの、関連する健康講座やセミナーを開催し、地域医療に積極的に貢献
しているとの意見から、評価を（Ａ）の「計画をやや上回っている」とする。
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